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令和４年度モニタリング評価実施による改善のための対応方針 

施設名：女性自立支援センター 

評価項目 評価基準 評価委員の指摘・提言等 改善のための対応方針 次年度以降の事業計画等への反映内容 

Ⅱ 施設の効用を最大

限発揮するための方策 

（１）  

サービスの向上を図る

ための具体的手法及び

期待される効果 

 

 

（２）  

利用者の自立支援を図

るための具体的手法及

び期待される効果 

○提案のあった自立支援

を図るための取組み 

○ 提案内容・評価要素欄中、「④サービ

ス内容についての定期的な評価の実施

や改善に取り組む体制の整備、評価を

受けて改善した取組み内容」について、

「次の自立支援計画書に向けての計画

書」という名称は、利用者にとって分

かりにくいため、名称の変更を検討さ

れたい。 

 

○提案内容・評価要素欄中、「①利用者の

衣食住や情報に関する生活スキル向上

のための支援」について、自立支援や

権利啓発についても、項目立てを検討

されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○ 指定管理者に対し、利用者の主体的

参画のもと自立支援計画を作成する

よう、名称の変更について指示を行っ

た。 

 

 

 

 

 

○退所後を想定した自立支援のための

生活スキルとして、契約や各種手続き

等を学ぶ機会を設けるための方法や

手段を検討するよう指示を行った。 

また、自立支援や権利啓発について

は、既存の評価要素も踏まえて、実施

状況の記載内容を整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

○ご提案の内容を踏まえ、「次の自立支援

計画書に向けて」と名称を変更し、所

管課の意見欄にて反映することとす

る。 

 

 

 

 

 

○提案内容・評価要素欄中、「①利用者の

衣食住や情報に関する生活スキル向上

のための支援」について、以下のとお

り実施状況の記載内容を整理すること

とする。 

・日常的な生活スキル（衣食住） 

・自立に向けた社会生活スキル（情報・

その他） 

「日常的な生活スキル（衣食住）」には

これまでと同様の内容を、「自立に向け

た社会生活スキル（情報ほか）」には、

情報や契約や各種手続き等を学ぶ機会

を設けるための方法や手段を検討し、

実施内容を記載することとする。 
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○提案内容・評価要素欄中、「②利用者と

他者（子ども、両親、きょうだい等）

との関係の支援」について、自己評価

中、不適切な子どもの養育が見られる

母親への助言を行った旨の記載がある

が、親の役割の捉え方は人それぞれの

ため、「個々の状況の見極めをした上で

状況に応じ必要な支援を行う」といっ

た内容に修正されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ご指摘の内容を踏まえ、「個々の状況

を見極めた上で状況に応じ必要な支

援を行うとともに」に文言を修正す

る。 

 

 権利啓発については、支援全般に係る

内容であるため、「Ⅱ（１））サービス

の向上を図るための具体的手法及び期

待される効果」内に「権利啓発の取組

み」を支援の内容として新たに追加し、

実施状況を記載することとする。 

 

○ご指摘の内容について、指定管理者の

実施状況の記載内容に反映する。 

Ⅴ その他管理に際し

て必要な事項 

 

○社会貢献活動等への取

組 

○各施設に第三者委員や苦情窓口を設置

し、利用者の苦情や要望を受け付ける

体制を整えたとの記載があるが、利用

者支援の内容であるため、記載場所を

見直されたい。 

○府は指定管理者に対し、第三者委員等

の体制に関する記入箇所を見直すよ

う指示を行った。 

○「Ⅰ（１）施設の設置目的及び具体的

な管理運営方針」において記入するこ

ととする。 


